







実践体験型 PBL 情報教育の学習プロセスのモデル化 
 












これらの活動を通じて、実践型 PBL 情報教育の学習プロセスをモデル化する。 
 
２．実践体験型 PBL の実践 
 
２．１．事例１「毎日新聞社京都支局プロジェクト」 
実施期間：2000 年 7 月～2001 年 4 月 
メンバー：同志社大学大学院総合政策科学研究科博士前期課程 院生 6 名（内１名
は当時毎日新聞社記者） 
毎日新聞社京都支局員 2 名（内 1 名は当時上記大学院に在学） 















(3) XML の仕様策定 
(4) プログラム基本仕様書、詳細設計書の作成 





・ 毎日新聞社京都支局 Web ページ「京都えぶりでぃ」（図 1） 
・ Web インターフェースからイベント情報を入力し、データを XML 形式で蓄積。
XML 化されたイベント情報を、紙面用フォーマットのテキスト・データ、Web ペ
































































として採用された。その結果、2001 年 4 月から毎日新聞社 Web ページ「毎日インタラ














実施期間：2002 年 4 月～2003 年 3 月 
メンバー：同志社大学大学院総合政策科学研究科博士前期課程 院生 1 名 
   サンケイリビング新聞社社員 2 名（内 1 名は当時上記大学院に在学） 







                                                  
2 尚、本システムは毎日新聞社 Web ページ「毎日インタラクティブ」がマイクロソフト社
MSN と統合される 2004 年 4 月まで京都支局で使用された。2004 年 5 月以降は閉鎖されて
いる。 
3 特許出願２００１－１１９１０１、「イベント情報表示システム、イベント情報表示方法、












































                                                  
4 XP の１２のプラクティスは以下の項目である。「計画ゲーム」「小規模リリース」「比喩」
「シンプルデザイン」「テスティング」「リファクタリング」「ペアプログラミング」「共同
所有権」「継続的インテグレーション」「週 40 時間」「オンサイト顧客」「コーディング標準」 
早い段階で間違いの発見と対応が実現できるとしている。また、「ペアプログラミング」
では、ひとつのプログラムを２人で担当することで、間違いの無い効率的なプログラム
作業が実施されるという開発方法である。このような XP の思想は、実践体験型 PBL
情報教育において、学生が実システムを開発する際の行動指標となるものと考えた。 


































験型 PBL 情報教育を実施することに焦点をあてた。その具体的方法論として XP を試
みた。 















































実施期間：2005 年 4 月～2006 年 3 月 
メンバー：同志社大学大学院工学研究科博士前期課程 院生 ４名 
   同志社大学工学部情報システム工学科学部生   3 名 
   京都府中丹広域振興局職員 ２名 






































具体的にどういった GIS ソフトが自分たちの要望を満たすのかがわからなかった。 
 





















・ Google Maps API を利用 
・ 災害一覧表示に Ajax を利用 
・ 携帯電話からの災害情報の投入機能(写真, 災害内容) 
・ 災害情報の変更履歴管理機能 
・ LAMP(Linux, Apache, MySQL, PHP)と MVC アーキテクチャを採用 
Google Maps API は、Google が公開している Google Maps システムから地図情報を
直接取得するための API である。非商用であれば無料で利用できる。地図上の任意の
位置にマーカーを配置したり、地図上に配置されたマーカーに対してイベント処理を登














































































尚、本システムはプロトタイプが 2006 年 6 月から京都府中丹広域振興局内で試用さ
れている。実際に 2006 年 7 月 19 日から約２日間、京都府北部を襲った集中豪雨によ





３. PBL 情報教育の活動のモデル化 
































① プロジェクトに関する資料収集・分析  
各プロジェクトを進める中で作成した、作業計画書・手順書・マニュアルなど 
 


















































































図 9.PBL 情報教育のロジック・モデル 
４.考察 
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